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多様な観察モード（コントラスト）
最先端の偏光顕微鏡がもたらすもの

カールツァイスの偏光顕微鏡は、どの観察モード（コントラスト）を適用する場合でも、常に最高の性能と
並はずれた光学品質の高さを提供します。微細な情報を得られる光学品質は、あらゆる用途でより多くの
新しい情報をもたらすことが期待できます。

透過光における観察モード

● オルソスコピィ観察－直線偏光および円偏光
● コノスコピィ（光の干渉像）観察
● 明視野
● 暗視野
● 微分干渉コントラスト（DIC）
● 位相差
● PlasDIC

反射光における観察モード

● 明視野
● 暗視野
● 偏光－直線偏光および円偏光
● 蛍光
● DICおよび円偏光微分干渉（C-DIC）

ポラライザ̶伝統的な観察モードに対する多様な選択肢

Axio ScopeにもAxio Imagerにも、様々な性能レベルの多彩な
ポラライザを用意しています。どの製品も、高いレベルの偏光と
可視域での自然な色を提供することで、優れた画像と、業界規格
などの基準に整合する精度の高い測定結果を実現します。

Dr Jutta Zipfel, Department of Meteorite Research,

Senckenberg Research Museum, Frankfurt/Main, Germany

観察モード（コントラスト）̶ 無限の可能性

従来の用途だけでなく、偏光顕微鏡の最新の用途に向けて開発
されたAxio ScopeとAxio Imagerは、関連するあらゆる観察
モード（コントラスト）と測定技術を提供します。

透過光および反射光については、固定式および回転式ポラライザ
を用意しています。製品ラインナップには、副尺0.1°のポラライザ、
360°回転測定アナライザのほか、固定式と回転式のλ（ラムダ）
プレートを組み合わせることができます。さらに、むらのない
偏光コントラストの質を保証できるよう、超光圧水銀ランプ
HBO103と併用できる専用の高温耐性偏光板モジュールも用意
しています。

円偏光̶透過光における革新技術

カールツァイスの偏光顕微鏡では、日常業務に求められる条件に
着目し、さらに進化した最先端革新的な技術、透過光用円偏光
装置をラインナップしています。現在主流の直線偏光とは対照的
に、この装置では角度による消光を起こさずに観察と画像化を
行なうことができ、すべての特性を最大限の干渉色で発現させる
ことが可能です。岩石薄片の顕微鏡写真撮影のほか、デジタル
分析システムを用いたプラスチックの構造検査やガラスの歪み
分布など、多大なメリットがあります。

クーリッジ隕石のかんらん石コンドリュール：透過光観察
対物レンズ：EC Plan-NEOFLUAR 10x/0.30 Pol
Dr Jutta Zipfel, Department of Meteroite Research, Senckenberg Research Museum, Frankfurt / Main, Germany

クーリッジ隕石のかんらん石コンドリュール：反射光観察
対物レンズ：EC Epiplan-NEOFLUAR 10x/0.25 Pol
Dr Jutta Zipfel, Department of Meteorite Research, Senckenberg Research Museum, Frankfurt / Main, Germany
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直線偏光と円偏光による光学的異方性結晶のオルソスコピィとコノスコピィの観察画像
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